
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価） 進捗状況と見通し

達成度
（評価） 実施結果 評価 意見や提言

○全職員による共通理解
と共通実践

○市販テストの年間平均得点
で、「知識・技能」は８５％以上、
「思考・判断・表現」は８０％以
上

・個別最適な学びを実現するために、ミライシード、書画カメ
ラ、GoogleFormsなどＩＣＴ機器を効果的に活用する。また、活
用事例について校内実践交流を行う。 Ａ

・タブレットPCの活用率は１００％で、具体的な活用方法について研修を行い、活用
事例については校内実践交流を行った。
・市販テストの平均得点は、「知識・技能」８６．８％、「思考・判断・表現」８１．９％で、
目標を上回っている。

Ａ

・タブレットＰＣの活用率は１００％
・情報化推進リーダー―がタブレットＰＣの具体的な活用事例を紹介したことで、授業
での活用が進んだ。
・市販テストの平均得点は、「知識・技能」８６．４％、「思考・判断・表現」８０．０％で、
目標を達成できた。

Ａ

・この結果は、これまでの先生方の工夫と努力の成果だと感じてい
る。 学力向上Ｃｏ．

かしこい子ＰＪ

○児童が熱中して学び合
う授業づくり

○単元構成を工夫して、子ども
が主体となって活動する時間を
６０％以上にする
○全クラスにおいて、新聞を活
用した学習、新聞を制作する授
業実践を年間２回以上

・教師の授業力向上を図るために、講師招聘による職員研修
を実施する。
・「主体的・対話的で深い学び」を引き出すために、児童に身に
付けさせたい力を明確にして、単元構成を工夫する。
・様々な機会を通してＮＩＥに積極的に取り組み、児童の思考
力・表現力を高める。

Ｂ

・「子どもが自分の考えを発表することができるようにしたり、対話活動を設定したりし
て、伝え合う活動の活性化に努めている。」と答えた職員６４．３％
・毎週金曜日の朝の時間、全クラスで「ぶんぶんタイム」を実施することができた。

Ｂ

・「子どもが自分の考えを発表することができるようにしたり、対話活動を設定したりし
て、伝え合う活動の活性化に努めている。」と答えた職員５３．８％で、中間評価を下
回った。
・毎週金曜日の朝の時間に、全学年で「ぶんぶんタイム」を実施したり、授業で新聞
を活用したり制作したりする活動を２回以上実施できた。 Ｂ

・小規模校とは言え、多様な子どもたちがいて、対応に苦慮すること
もあるかと思うが、これからも児童一人一人の長所を伸ばしいって欲
しい。
・新聞離れが顕著だと聞く。ＩＴ機器は便利だが、デバイスが無い時は
何もできないことにもなる。そうした意味で、新聞や辞書を活用した学
習は非常に有効であると思う。
・子どもたちが自分の考えや思いを表現でき、周りの人と意見交換が
できるように、小学校段階からしっかりと取り組んでほしい。
・構成的グループエンカウンターの取り組みが興味深かった。

研究主任
かしこい子ＰＪ

●児童生徒が、自他の生命
を尊重する心、他者への思
いやりや社会性、倫理観や
正義感、感動する心など、豊
かな心を身に付ける教育活
動

○「児童の豊かな心を育むため
に、道徳科の授業、人権学習に
計画的に取り組んでいる」と回
答した教師９０％

・年間計画に基づき、道徳科の授業実施率１００％にする。
・１２月に人権学習月間を設定し、全クラスで授業実践を行う。
・教育相談週間に合わせて、構成的グループエンカウンターを
実践する「エンカタイム」を設定する。

Ａ

・教育相談週間には、児童一人一人と面談を行い、相談があったことについては解
決に向けて対応を行った。
・エンカタイムには、担任がクラスの実態に応じた構成的グループエンカウンターを実
施することができた。

Ａ

・年間計画に基づき、道徳科の授業実施率１００％を達成できた。
・１２月に人権学習週間を設定して、全クラスで人権に関する授業実践を行うことが
できた。
・教育相談週間に合わせて、全学年「エンカタイム」で構成的グループエンカウンター
の授業を実践することができた。

Ａ

・公民館側のフェンスに設置されている「吉田小学校なかよし宣言」
にもとづいて取り組まれている様々な取り組みは意義があると思う。 道徳科主任

人権教育担当
やさしい子ＰＪ

●いじめの早期発見、早
期対応に向けた取組の充
実

○「学校は、いじめの未然防
止、早期発見、早期対応に向け
た取り組みを実践している。」と
回答した保護者８０％

・学校便りや学級通信、学校ＨＰ等を通じて、いじめの未然防
止に向けた授業実践を発信していく。
・定期的に心のアンケートを行い、いじめの早期発見、早期対
応を行う。
・いじめが発生した場合は、家庭と連携しながらいじめ解消に
向けた取り組みを推進する。

Ａ

・定期的に「心のアンケート」を実施し、いじめの早期発見・早期対応を行っている。
・いじめを覚知した時には、家庭と連携しながらいじめ解消に向けた取り組みを推進
している。

Ａ

・「学校は、いじめの未然防止、早期発見、早期対応に向けた取り組みを実践してい
る。」と回答した保護者９８．５％
・児童の気になる言動について日頃から職員間で情報共有を行ったり、定期的にア
ンケートを行ったりすることで、いじめの早期発見・早期対応に努め、組織的に対応
することができた。
・児童の実態に応じて、道徳科や人権学習でいじめを題材にした授業を実践を行うこ
とができた。

Ａ

・先生方が子どもたちの些細な変化を見逃さず、しっかりと対応され
ていることがよくわかった。特定の学年のいじめ認知件数が多いが、
それだけていねいに対応されていることの裏返しだと思う。 教育相談担当

やさしい子ＰＪ

●児童生徒が夢や目標を
持ち、その実現に向けて意
欲的に取り組もうとするた
めの教育活動

●「先生はあなたのよいところ
を認めてくれていると思う」と回
答した児童９０％以上
●「将来の夢や目標を持ってい
る」について肯定的な回答をし
た児童９０％以上

・日記を書かせるなど、児童が自分の思いを表現できる機会を
設け、担任から肯定的なコメントを返す。
・キャリアパスポートを活用して児童に自分の成長を実感させ
る。
・学校行事や係活動に向けて自分の目標をもたせ、事後に振
り返りをさせることで成功体験を積み重ねていく。

Ａ

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」と回答した児童９１．５％
・「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な回答をした児童９１．６％
・日々の学習活動では、当番や係活動で全児童に役割をもたせ、一人一人の日々の
がんばりや成長を認め合う雰囲気を醸成し、教師がそれを機を逃さずほめている。
・キャリアパスポートに、自分の夢や目標をきちんと書くことができた。

Ａ

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」と回答した児童９３．０％
・「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な回答をした児童９５．８％
・キャリアパスポートには、年間を通じて学校行事の後などに自分ががんばったこと
や学んだことを書かせ、児童に自分の成長を実感させることができた。
・児童が書いた日記や振り返りには、教員が肯定的なコメントを返すことで、自信を
もって自分の思いを表現するように支援を続けている。

Ａ

・この結果は、児童数が少ないことのメリットの一つではないかと考え
る。これからも子どもたちの心の変化に心のアンテナを張り、子ども
たちの思いに寄り添った関わりを続けて欲しい。 やさしい子ＰＪ

●「望ましい生活習慣の形
成」

●「早寝・早起き・しっかり朝ご
飯」を実践していると回答した
児童９０％以上

・年２回「早寝・早起き・朝ご飯チェックシート」を活用して、自分
の生活をふり返らせる。
・全クラスで食育の授業を実践する。

Ｂ

・「早寝・早起き」を実践していると回答した児童９１．６％、「朝ごはんを食べている」
と回答した児童９５．８％
・就寝時刻・起床時刻、テレビ・ゲームの使用時間を決めている保護者が７９．４％と
低かった。今後、児童の実態に応じた授業を各クラスで実施していく。

Ｂ

・「早寝・早起きを実践している。」と回答した児童９０．２％、「朝ご飯を食べている。」
と回答した児童９４．４％
・「就寝時刻・起床時刻、テレビ・ゲームの使用時間を決めている。」と回答した保護
者が７９．４％と、前回同様低く、保護者への啓発が必要である。来年度、家庭での
過ごし方ではあるが、ルール作りに向けた取り組みを行っていく。

Ｂ

・こうした生活習慣は、子どもたちの成長にとってとても大切なことだ
と思う。保護者自身が「スマホ依存」に陥っているような現状も見え隠
れして、子どもへの関心の薄れが非常に気になる。
・就寝時刻やデジタルコンテンツを使用する時間を、子どもたち自身
に考えさせてルールを決めさせるような取り組みをしてはどうか。
・子どもたちが望ましい生活習慣を身に付けるために、様々な教育活
動を通して、児童が自ら考え、行動できるように、先生方のサポート
をお願いしたい。
・朝食の喫食率は高いが、実際の朝食は菓子パンと牛乳という家庭
もある。子ども・保護者には、食べるものについても考える機会があ
ればよいと思う。

たくましい子ＰＪ
食育担当

◎志を高める教育活動の
推進

○「将来の夢や目標を持ってい
る」または「人や社会の役に立
つ人間になりたい」と回答した
児童８０％以上

・年間を通して、学校行事や学級活動、体験活動における児童
の「出番」「役割」「承認」の場づくりを推進する。
・様々な機会を通して、児童のロールモデルとなるような人との
出会いの場を創り出す。 Ａ

・「自分の夢や目標をもって生活している」児童９１．６％、「人や社会の役に立つ人間
になりたい」児童９５．８％
・１１月の日曜参観で「夢会議」「夢ハンカチ」を実践する。
・全学年、キャリアパスポートの活用をさらに促進する。 Ａ

・「自分の夢や目標をもって生活している」児童９５．８％、「人や社会の役に立つ人間
になりたい」児童９７．２％
・「子ども夢会議」「夢ハンカチ」等の取り組みを通して、将来の目標や自分の生き方
について考えさせることができた。
・児童集会やブロック集会など、児童が人前で発表する機会をできる限り多く設定し、
そこでのがんばりを褒めることで、自信をもって自己表現できる児童が育ってきてい
る。

Ａ

・各学年の取り組みを通して、児童が地域の人たちと交流し、地域に
対する思いや願いを知ることができていることはすばらしい。
・授業の様子や集会等での発表する子どもたちの様子から、自己表
現力がしっかりとついてきていることがうかがえる。

特別活動主任
たくましい子ＰＪ

●業務効率化の推進と時
間外在校等時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時
間外在校等時間の上限を遵守
する。

・学校行事の内容の精選を図り、準備等にかかる時間の縮減を目指
す。
・ＩＣＴ機器を活用して、事務的な作業の効率化を図るための職員研
修を実施する。
・定時退勤日を設定する。
・業務記録表をもとに、自分の時間外在校時間と放課後の時間の使
い方を振り返らせ、業務の効率化を図る。

Ｂ

・時間外在校等時間は月平均３０．５時間となっており、前年度比３時間弱の縮減と
なった。
・業務内容やタイムマネジメントに視点を当て、ワークライフバランスを実現するため
の自己目標、具体的な取り組みを設定させた。
・定時退勤日が十分に機能していない。

Ａ

・時間外在校等時間は月平均３０．２時間となっており、前年度よりほぼ同等。
・全職員の共通理解のもと、改めて定時退勤日を設定し直したことで、全ての職員が
定時退勤することができるようになった。
・業務の効率化を図るために、自分自身が日頃から実践していることなど具体的なア
イディアを紹介し合う研修会を実施した。

Ａ

・高学年担任の先生方の時間外勤務時間が長いと聞き、負担の大き
さを感じた。今後も引き続き、業務の平準化、事務作業の効率化など
を推進していただきたい。そうした取り組みを通して、先生方自身もプ
ライベートな時間を充実させていって欲しいと願う。

教頭

○自己の働き方に対する
意識改革の実現

○「自分の働き方に対する意識
改革が実現できた。」と回答し
た職員100％

・自分の業務内容やタイムマネジメントに視点を当て、ワークラ
イフバランスを実現するための自己目標を設定する。
・１０月と１月に振り返りを行い、意識改革を図る。 Ａ

・「自分の働き方に対する意識改革が実現できた。」との問いに肯定的な回答した職
員100％
・１０月に自分の働き方を振り返る時間をつくった。 Ａ

・「自分の働き方に対する意識改革が実現できた。」との問いに肯定的な回答した職
員100％
・自己目標について、１月に振り返る時間を設定し、３月には実践交流を行った。 Ａ

・学校における働き方改革が確実に進んできていることがわかった。
・業務改善のために日頃から実践していることを交流し合う取り組み
は、先生方の自分の働き方に対する意識変革につながると思う。

教頭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価） 進捗状況と見通し

達成度
（評価） 実施結果 評価 意見や提言

○小中一貫教育の推進

○９カ年間の学びの連続
を意識した中学校との一
貫教育の充実

○「小中連携を意識した取り組
みを積極的に行った。」と回答
した教師９０％

・「乗り入れ授業」を計画的に実施する。
・「４・３・２ブロック制」による取り組みを計画的に推進する。
・小中合同校内研究を通して、学習指導における相互理解を
深め、指導方法の改善を図る。

Ａ

・「乗り入れ授業」は、体育科を中心にすでに４学年で実施できた。今後も実施予定で
ある。
・「４・３・２ブロック制」の取り組みも、様々な工夫をしながら実施することができた。
・小中合同校内研究は、計画通り実施できた。

Ａ

・「小中連携を意識した取り組みを積極的に行った。」と回答した教師１００％
・「乗り入れ授業」は、年間を通して全学年体育の乗り入れ授業を行い、１００％達成
できた。
・ブロック別に集会を年間３回行い、各学年の学びを発表し合った。
・小中共通の研究テーマで、ＮＩＥ教育の授業研や研修が実施できた。

Ａ

・小学校と中学校が密に連携をしながら様々な取組が行われている
ことを評価している。今後、児童数・生徒数がさらに減少することを見
越して、小中一貫教育を充実させていただきたい。

教頭
教務主任
研究主任

○地域とともにある学校
づくり

○郷土愛を育む「吉田学」
の推進

○「吉田学」での学びを、家庭
や地域に向けて積極的に発信
したと回答した教師９０％

・「吉田おうえんたい」との連携を深め、一体感のある協働的活
動を促進する。
・SDGsの視点でつなぐ生活科及び総合的な学習の時間を充
実させる。 Ｂ

・夏休みに職員研修「吉田を知る会」を実施して、まずは教員が吉田の歴史や文化を
知ることできた。
・「吉田おうえんたい」の再編成に取り組む必要がある。

Ａ

・「吉田学」での学びを家庭や地域に向けて発信したと回答した教師１００％
・次年度の活動計画はできているが、「吉田おうえんたい」の方との具体的な話し合
いには至っていない。
・「吉田学」での学びについての地域への情報発信は、全学年１００％達成できた。 Ａ

・学校だより「葦の葉」を定期的に発行していただいているので、様々
な教育活動や学校の様子がよくわかる。各学年の「吉田学」での学
びについても知ることができて良い。
・「吉田学」の学びが充実してきていることは、地域コミュニティとして
も喜ばしい。３月に発行する「ふるさと吉田【産業編】」を活用していた
だきたい。

教頭
教務主任

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

学校名 嬉野市立吉田小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の
働き方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

●学力の向上

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学校教育目標の実現に向けて、計画的に実践がなされ、多くの項目でＡ評価となったが、「児童が熱中して学び合う授業づくり」「望ましい生活習慣の形成」の２項目がＢ評価となった。課題を洗い出し、次年度への取り組みにつ投げていく必要がある。
・学校の取り組みに対して、保護者からはおおむね肯定的な評価をいただいている。
・児童の表現力が高まっているという評価がある一方で、「子どもが自分の考えを発表することができるようにしたり、対話活動を設定したりして、伝え合う活動の活性化に努めている。」と答えた職員の割合が低くなっている。次年度以降のテコ入れが必要である。
・様々な取り組みを通して、働き方改革が進んできている。
・コロナ渦で十分には活動できていない「吉田おうえんたい」については、再編成を行い、本年度中に本格始動に向けて準備を進める。新年度の早い時期に「発足式」を行い、各学年の取り組みをさらに充実させていきたい。

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・昨年度の重点目標５項目全てで「A」評価であった。中間評価で課題があった項目について、意識した取り組みを行い、最終評価で達成率を上げることができた。

・学力向上対策シートの各職員が掲げた「マイプラン」の達成率は中間評価では78％と低かったが、最終評価で１００％に達することができた。

・地域と連携した教育実践では、コロナ禍の中で何をどこまでできるかを検討し、実践につなげることができた。地域人材の活用には人数制限等を考えるなどの難しさもあったが、授業参観やケーブルテレビを活用することで保護者や地域に発信することができた。情報発信では９１％の達成率であり、成果指標を上回ることができた。

・小中一貫教育では、４年生以上の音楽や５・６年生の体育の乗り入れ授業が大変充実していた。専門的な授業を受けることができ、児童の学習への意欲に高まりが見られた。

２　学校教育目標 　かしこく　やさしく　たくましい　吉田っ子の育成　～地域と共に、９ヵ年の学びのなかで～

３　本年度の重点目標
　①確かな学力の育成「かしこさ」　　　　　　　　　　②豊かな心の育成「やさしさ」　　　　　③たくましい心身の育成「たくましさ」

　④小中一貫教育並びに地域と共にある学校づくり　　　⑤働き方改革の推進

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

学校評価表作成について変更した点は朱書きしています


